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SH7216グループ 
MTU2チャネル 0のコンペアマッチによる A/D変換器の起動 

要約 
本アプリケーションノートは、SH7216のMTU2チャネル 0（ch0）のコンペアマッチ（TGRE_0）による

A/D変換器の起動について述べています。本機能により、PWM波形出力時等に、任意のタイミングでの A/D
変換が可能です。 

なお、本アプリケーションノートに記載されているプログラムは、動作確認は行っておりますが、実際に
ご使用になる場合は、必ず動作確認の上ご使用くださいますようお願いします。 

動作確認デバイス 
SH7216 
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1. はじめに 

1.1 仕様 
本タスク例では、MTU2のチャネル 0（ch0）を使用して A/D変換器を起動し、AN0端子への印加電圧を

A/D変換します。以下、本タスク例の仕様を示します。 

• MTU2 ch0は PWMモード 1で動作し、TIOC0A端子から PWM波形を出力します。 
• MTU2 ch0の TGRE_0によるコンペアマッチで A/D変換器を起動します。 
• A/D変換結果は、内蔵 RAMに格納します。 
• A/D変換器の動作モードは、シングルモードとします。 
• A/D変換を 3回行うと、MTU2 ch0のタイマカウント動作を停止します。 
 

コンペアマッチ信号

（A/D変換器起動要因）

A/D変換
データを格納

AN0
端子

ADDR0

<A/Dモジュール0>

<MTU2>
ch0

TIOC0A
端子

PWM波形出力

電
圧
印

加

内蔵RAM

<SH7216>

 

図 1 MTU2による A/D変換ブロック図 

 

図 2 A/D変換データの内蔵 RAMへの格納 

1.2 使用機能 
• A/D変換器（ADC） 
• マルチファンクションタイマパルスユニット 2（MTU2） 
• クロックパルス発振器（CPG） 
• ピンファンクションコントローラ（PFC） 
• 割り込みコントローラ（INTC） 
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1.3 適用条件 
マイコン SH7216 

動作周波数 内部クロック：200MHz 

 バスクロック：50MHz 

 周辺クロック：50MHz 

 MTU2Sクロック：100MHz 

 ADクロック：50MHz 

統合開発環境 ルネサス エレクトロニクス製 

 High-Performance Embedded Workshop Ver.4.07.00 

Cコンパイラ ルネサス エレクトロニクス製 SuperH RISC engineファミリ 

 C/C++コンパイラパッケージ Ver.9.03.00 Release02 

コンパイラオプション High-performance Embedded Workshopでのデフォルト設定 

 (-cpu=sh2afpu -pic=1 –object=”$(CONFIGDIR)¥$(FILELEAF).obg” 

 -debug –gbr=auto –chgincpath –errorpath –global_volatile=0 

 -opt_range=all –infinite_loop=0 –del_vacant_loop=0 

 -struct_alloc=1 –nologo) 

 

1.4 関連アプリケーションノート 
本アプリケーションノートに関連するアプリケーションノートを以下に示します。合わせて参照してくだ
さい。 

• SH7216グループ アプリケーションノート MTU2による A/D変換器起動の間引き 
• SH7216グループ アプリケーションノート MTU2による A/D変換器の遅延起動 



SH7216グループ MTU2チャネル 0のコンペアマッチによる A/D変換器の起動 

R01AN0527JJ0110  Rev.1.10  Page 4 of 15 
2011.02.28  

2. 概要 
参考プログラムでは、マルチファンクションタイマユニット 2（MTU2）の ch0コンペアマッチで A/D変換
器（ADC）を起動します。 

2.1 使用機能の動作概要 

2.1.1 マルチファンクションタイマユニット 2（MTU2） 
MTU2のチャネル 0を PWMモード 1で使用します。図 3にMTU2のブロック図を示し、その内MTU2 ch0
の機能ブロック図を図 4に示します。 

 

[割り込み要求信号]
チャネル3：TGIA_3

TGIB_3
TGIC_3
TGID_3
TCIV_3

チャネル4：TGIA_4
TGIB_4
TGIC_4
TGID_4
TCIV_4

チャネル5：TGIU_5
TGIV_5
TGIW_5

周辺バス

[A/D変換開始要求信号]
チャネル0～4：TRGAN
チャネル0：TRG0N
チャネル4：TRG4AN

TRG4BN

[割り込み要求信号]
チャネル0：TGIA_0

TGIB_0
TGIC_0
TGID_0
TGIE_0
TGIF_0
TCIV_0

チャネル1：TGIA_1
TGIB_1
TCIV_1
TCIU_1

チャネル2：TGIA_2
TGIB_2
TCIV_2
TCIU_2

TCDR：タイマ周期データレジスタ
TCBR：タイマ周期バッファレジスタ
TDDR：タイマデッドタイムデータレジスタ
TGRA：タイマジェネラルレジスタA
TGRB：タイマジェネラルレジスタB
TGRC：タイマジェネラルレジスタC
TGRD：タイマジェネラルレジスタD
TGRE：タイマジェネラルレジスタE
TGRF：タイマジェネラルレジスタF
TGRU：タイマジェネラルレジスタU
TGRV：タイマジェネラルレジスタV
TGRW：タイマジェネラルレジスタW

【記号説明】

TSTR ：タイマスタートレジスタ

TSYR ：タイマシンクロレジスタ

TCR ：タイマコントロールレジスタ

TMDR ：タイマモードレジスタ
TIOR ：タイマI/Oコントロールレジスタ
TIORH：タイマI/OコントロールレジスタH
TIORL ：タイマI/OコントロールレジスタL
TIER ：タイマインタラプトイネーブルレジスタ

TGCR ：タイマゲートコントロールレジスタ
TOER ：タイマアウトプットマスタイネーブルレジスタ

TOCR ：タイマアウトプットコントロールレジスタ
TSR ：タイマステータスレジスタ

TCNT ：タイマカウンタ

TCNTS：タイマサブカウンタ

[入出力端子]
チャネル0：TIOC0A

TIOC0B
TIOC0C
TIOC0D

チャネル1：TIOC1A
TIOC1B

チャネル2：TIOC2A
TIOC2B

[クロック入力]
内部クロック：Pφ/1

Pφ/4
Pφ/16
Pφ/64

Pφ/256
Pφ/1024

外部クロック：TCLKA
TCLKB
TCLKC
TCLKD

[入力端子]
チャネル5：TIC5U

TIC5V
TIC5W

[入出力端子]
チャネル3：TIOC3A

TIOC3B
TIOC3C
TIOC3D

チャネル4：TIOC4A
TIOC4B
TIOC4C
TIOC4D

 

図 3 MTU2ブロック図 
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図 4 MTU2 ch0のブロック図 

• タイマジェネラルレジスタ A_0（TGRA_0）は、コンペアレジスタとして動作します。TGRA_0には、PWM
波形の周期を設定します。 

• タイマジェネラルレジスタ B_0（TGRB_0）は、コンペアレジスタとして動作します。TGRB_0には、PWM
波形のデューティを設定します。 

• タイマジェネラルレジスタ E_0（TGRE_0）は、コンペアレジスタとして動作します。TGRE_0には、A/D
変換のタイミングを設定します。 

• タイマカウンタ_0（TCNT_0）は、16ビットのリード／ライト可能なカウンタです。TCNT_0は、TGRA_0
とのコンペアマッチでカウンタクリアします。 

• タイマ IOコントロールレジスタ H_0（TIORH_0）は、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで
す。TIORH_0により TGRA_0と TGRB_0の機能および TIOC0A端子の出力レベルを設定します。 

• タイマインタラプトイネーブルレジスタ_0（TIER_0）は、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジス
タです。TIER_0により、割り込み要求の許可／禁止を制御します。 

• タイマインタラプトイネーブルレジスタ 2_0（TIER2_0）は、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジ
スタです。TIER2_0では、TGRE_0と TGRF_0に関する割り込み要求および、TGRE_0による A/D変換器
起動の許可／禁止を制御します。 
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2.1.2 A/D変換器 
本タスク例では、A/Dモジュール 0をMTU2による A/D変換開始トリガで起動し、シングルモードで A/D
変換を行います。図 5に A/D0モジュールのブロック図を示し、以下に機能説明をします。 

 

図 5 A/Dモジュール 0のブロック図 

• A/Dデータレジスタ 0（ADDR0）は、アナログ入力チャネル（AN0）の変換結果を格納する、16ビット
のリード専用レジスタです。変換データは、ADDRのビット 15からビット 6に格納され、下位 6ビット
は常に 0になります。 

• A/Dコントロールレジスタ_0（ADCR_0）と A/Dステータスレジスタ_0（ADSR_0）は、A/D変換動作を
制御します。 

• A/D開始トリガ選択レジスタ_0（ADSTRGR_0）は、A/D変換開始要求の外部トリガを選択します。 
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3. 動作説明 
図 6に動作説明を、表 1にソフトウェアおよびハードウェア処理説明を示します。 

処理①

処理②

処理③

処理④

処理①

処理②

処理③

処理④

処理①

処理②

処理⑤

TCNT_0

TGRA_0

TGRB_0

TGRE_0

H'0000

TIOC0A端子
（PWM波形出力）

ADST

ADF

 

図 6 動作説明 

表 1 ソフトウェアおよびハードウェア処理説明 

 ソフトウェア処理 ハードウェア処理 

処理① ― ・TCNT_0と TGRE_0のコンペアマッチにより
A/D変換器起動（A/D変換開始） 

処理② 
・A/D終了割り込みで ADFフラグクリア 
・A/D変換結果を内蔵 RAMに格納 

・A/D変換が終了し ADFフラグを 1にセット 
・A/D終了割り込み発生 

処理③ ― ・TCNT_0と TGRB_0のコンペアマッチにより
TIOC0A端子から Hレベルを出力 

処理④ 

・TGRA_0コンペアマッチ割り込みで TGFA_0
フラグクリア 

・デューティ（TGRB_0）、A/D変換タイミング
（TGRE_0）を更新 

・TCNT_0と TGRA_0のコンペアマッチにより
TIOC0A端子から Lレベルを出力 

・TCNT_0クリア 
・TGRA_0コンペアマッチ割り込み発生 

処理⑤ ・TSTRレジスタの CTS0ビットを 0クリア ・MTU2 ch0のタイマカウント動作停止 
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4. ソフトウェア説明 

4.1 モジュール説明 
表 2に本タスク例のモジュール説明を示します。 

表 2 モジュール説明 

モジュール名 ラベル名 機能 
メインルーチン main() MTU2、A/Dモジュールの初期設定およびタイマカウントス

タート 
TGRA_0割り込みルーチン int_tgia0() デューティ、A/D変換器起動周期の更新 

A/D変換終了割り込みルーチン int_ad0() A/D変換結果の内蔵 RAMへの格納とタイマカウント停止 
 

4.2 内蔵レジスタ説明 
表 3～表 6に本タスク例で使用するレジスタを示します。なお、設定値は本タスク例において使用してい
る値であり、初期値とは異なります。 

表 3 使用内部レジスタ説明（1） 

レジスタ名 
 ビット ビット名 

設定値 機能 

FRQCR H'0241 

周波数制御レジスタ 
PLL回路の出力周波数に対しての動作周波数の分周率を指定 
FRQCR = H'0241のとき以下の分周率に設定 
内部クロック：×1  バスクロック：×1/4  周辺クロック：×1/4
MTU2Sクロック：×1/2  MTU2クロック：×1/2 

STBCR3 H'BE スタンバイコントロールレジスタ 3 

5 MSTP35 0 
モジュールストップビット 35 
MSTP22 = b'0のとき MTU2へクロックを供給 

 
2 MSTP32 0 

モジュールストップビット 32 
MSTP16 = b'0のとき ADC_0へクロックを供給 

PECRL1 H'0001 ポート Eコントロールレジスタ L1 
15 ― 0 リザーブビット 
14 
13 
12 

PE3MD2 
PE3MD1 
PE3MD0 

0 
0 
0 

PE3モードビット 
PE3MD[2-0] = b'000のとき端子機能を PE3（汎用入出力）に設定 

11 ― 0 リザーブビット 
10 
9 
8 

PE2MD2 
PE2MD1 
PE2MD0 

0 
0 
0 

PE2モードビット 
PE2MD[2-0] = b'000のとき端子機能を PE2（汎用入出力）に設定 

7 ― 0 リザーブビット 
6 
5 
4 

PE1MD2 
PE1MD1 
PE1MD0 

0 
0 
0 

PE1モードビット 
PR1MD[2-0] = b'000のとき端子機能を PE1（汎用入出力）に設定 

3 ― 0 リザーブビット 

 

2 
1 
0 

PE0MD2 
PE0MD1 
PE0MD0 

0 
0 
1 

PE0モードビット 
PE0MD[2-0] = b'001のとき端子機能を TIOC0Aに設定 
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表 4 使用内部レジスタ説明（2） 

レジスタ名 
 ビット ビット名 

設定値 機能 

PEIORL H'0001 ポート E・IOレジスタ L 
 0 PE0IOR 1 PE0IOR = b'1のとき PE0（TIOC0A）端子を出力に設定 

IPRD H'A000 
インタラプトプライオリティレジスタ D 
MTU2の TGIA_0割り込みレベルを 10に設定 

IPRK H'A000 
インタラプトプライオリティレジスタ K 
A/Dの ADI_0割り込みレベルを 10に設定 

ADCR_0 H'12 A/Dコントロールレジスタ_0 

7 ADST 0 
A/Dスタート 
0クリアで待機状態 

6 ADCS 0 
A/D連続スキャン 
ADCS=b'0のとき 1サイクルスキャンに設定 

5 ACE 0 
自動クリアイネーブル 
ACE =b'0のとき ADDRリードによる ADDR自動クリア禁止 

4 ADIE 1 
A/Dインタラプトイネーブル 
ADIE = b'1のとき A/D変換終了割り込み発生の許可 

3,2 ― 0 リザーブビット 

1 TRGE 1 
トリガイネーブル 
TRGE=b'1のときMTU2/MTU2SからのA/D変換開始トリガによるA/D
変換開始を許可 

 

0 EXTRG 0 
トリガ選択 
EXTRG=b'0のとき MTU2/MTU2Sからの A/D変換開始トリガによる
A/D変換器の起動を行う 

ADSR_0 H'01 A/Dステータスレジスタ_0 
7-1 ― 0 リザーブビット 

 
0 ADF 0 A/Dエンドフラグ 

ADSTRGR_0 H'08 
A/D開始トリガ選択レジスタ_0 
A/Dモジュール 0の A/D変換開始トリガを MTU2 ch0のコンペアマッ
チ（TRG0N）に設定 

TCR_0 H'21 タイマコントロールレジスタ_0 
7 
6 
5 

CCLR2 
CCLR1 
CCLR0 

0 
0 
1 

カウンタクリア 2、1、0 
CCLR[2-0] = b'001のとき TCNT_0のカウンタクリア要因を AGRA_0
のコンペアマッチに設定 

4 
3 

CKEG1 
CKEG0 

0 
0 

クロックエッジ 1、0 
CKEG[1,0] = b'00のとき内部クロックの立ち上がりエッジでカウント

 

2 
1 
0 

TPSC2 
TPSC1 
TPSC0 

0 
0 
1 

タイマプリスケーラ 
TPSC[2-0] = b'001のとき TCNT_0は Pφ/4でカウント 
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表 5 使用内部レジスタ説明（3） 

レジスタ名 
 ビット ビット名 

設定値 機能 

TMDR_0 H'02 タイマモードレジスタ_0 
7 ― 0 リザーブビット 

6 BFE 0 
バッファ動作 E 
BFE = b'0のとき TGRE_0と TGRF_0は通常動作 

5 BFB 0 
バッファ動作 B 
BFB = b'0のとき TGRB_0と TGRD_0は通常動作 

4 BFA 0 
バッファ動作 A 
BFA = b'0のとき TGRA_0と TGRC_0は通常動作 

 

3 
2 
1 
0 

MD3 
MD2 
MD1 
MD0 

0 
0 
1 
0 

モード 3、2、1、0 
MD[3-0] = b'0010のとき動作モードを PWMモード 1に設定 

TIORH_0 H'21 タイマ I/Oコントロールレジスタ 
7 
6 
5 
4 

IOB3 
IOB2 
IOB1 
IOB0 

0 
0 
1 
0 

I/Oコントロール B3～B0 
IOB[3-0] = b'0010のとき TIOC0A端子を初期出力 0、TGRB_0のコン
ペアマッチで 1出力に設定 

 
3 
2 
1 
0 

IOA3 
IOA2 
IOA1 
IOA0 

0 
0 
0 
1 

I/Oコントロール A3～A0 
IOA[3-0] = b'0001のとき TIOC0A端子を初期出力 0、TGRA_0のコン
ペアマッチで 0出力に設定 

TIER_0 H'01 タイマインタラプトイネーブルレジスタ_0 

7 TTGE 0 
A/D変換開始要求イネーブル 
TTGE = b'0のとき TGRA_0のコンペアマッチによる A/D変換開始を
禁止 

6 ― 0 リザーブビット 
5 ― 0 リザーブビット 

4 TCIEV 0 
オーバフローインタラプトイネーブル 
TCIEV = b'0のとき TCFVによる割り込み要求を禁止 

3 TGIED 0 
TGRインタラプトイネーブル D 
TGIED = b'0のとき TGFDビットによる割り込み要求を禁止 

2 TGIEC 0 
TGRインタラプトイネーブル C 
TGIEC = b'0のとき TGFCビットによる割り込み要求を禁止 

1 TGIEB 0 
TGRインタラプトイネーブル B 
TGIEB = b'0のとき TGFBビットによる割り込み要求を禁止 

 

0 TGIEA 1 
TGRインタラプトイネーブル A 
TGIEA = b'1のとき TGFAビットによる割り込み要求を許可 

TIER2_0 H'80 タイマインタラプトイネーブルレジスタ 2_0 

7 TTGE2 1 
A/D変換開始要求イネーブル 2 
TTGE = b'0のとき TGRE_0のコンペアマッチによる A/D変換開始要
求を許可 

6-2 ― 0 リザーブビット 

1 TGIEF 0 
TGRインタラプトイネーブル F 
TGIEF = b'0のとき TGFFビットによる割り込み要求を禁止 

 

0 TGIEE 0 
TGRインタラプトイネーブル E 
TGIEE = b'0のとき TGFEビットによる割り込み要求を禁止 
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表 6 使用内部レジスタ説明（4） 

レジスタ名 
 ビット ビット名 

設定値 機能 

TGRA_0 Pul_cyc 

タイマジェネラルレジスタ A_0 
TCNT_0と TGRA_0のコンペアマッチでカウンタクリアし TIOC0A端
子から 0を出力 
PWM波形の周期を設定 

TGRB_0 Duty 
タイマジェネラルレジスタ B_0 
TCNT_0と TGRB_0のコンペアマッチで TIOC0A端子から 1を出力 
PWM波形のデューティを設定 

TGRE_0 Ad_start 
タイマジェネラルレジスタ E_0 
TCNT_0と TGRE_0のコンペアマッチで A/D変換器を起動 
A/D変換器起動タイミングを設定 

TCNT_0 H'0000 
タイマカウンタ_0 
チャネル 0のタイマカウンタ 

TSTR H'01 タイマスタートレジスタ 

7 CTS4 0 
カウントスタート 4 
CTS4 = b'0のとき TCNT_4はカウント動作停止 

6 CTS3 0 
カウントスタート 3 
CTS3 = b'0のとき TCNT_3はカウント動作停止 

5 ― 0 リザーブビット 
4 ― 0 リザーブビット 
3 ― 0 リザーブビット 

2 CTS2 0 
カウントスタート 2 
CTS2 = b'0のとき TCNT_2はカウント動作停止 

1 CTS1 0 
カウントスタート 1 
CTS1 = b'0のとき TCNT_1はカウント動作停止 

 

0 CTS0 1 
カウントスタート 0 
CTS0 = b'1のとき TCNT_0はカウント動作開始 

 

4.3 使用変数説明 
表 7に本タスク例で使用する変数の説明を示します。 

表 7 使用変数説明 

ラベル名 機能 使用モジュール 
Pul_cyc PWM波形の周期（TGRA_0に設定） 

Duty PWM波形のデューティ（TGRB_0に設定） 
Ad_start A/D変換開始タイミング（TGRE_0に設定） 

メインルーチン 
TGRA_0コンペアマッ
チ割り込みルーチン 

Ad_data[0-2] A/D変換結果の格納 
Ad_count A/D変換回数のカウント 

A/D変換終了割り込み
ルーチン 
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5. フローチャート 

5.1 メインルーチン 

<FRQCRの設定>
CPU：200MHz バス：50MHz 周辺：50MHz
MTU2S：100MHz AD：50MHz

<TCR_0の設定>
・カウンタクリア要因の選択

・カウンタクロック選択（Pφ/4）

<TIORH_0の設定>
TIOC0A端子の出力レベルを初期値0、
TGRA_0とのコンペアマッチで0、
TGRB_0とのコンペアマッチで1に設定

<TIER_0、TIER2_0の設定>
・TGIA割り込みを許可
・TGRE_0のコンペアマッチによる

A/D変換開始要求を許可

<ADCR_0、ADSR_0の設定>
A/D変換器割り込みを許可
トリガによるA/D変換開始要求を許可
A/D変換時間を2usに設定(Pφ=50MHz)
動作モードをシングルモードに設定

<ADSTRGR_0の設定>
MTU2 ch0のコンペアマッチで起動

<PECRL1、PEIORLの設定>
端子機能をTIOC0Aの出力に設定

A/Dの
設定

MTUの
設定

main()

動作周波数の設定

使用モジュールのスタンバイ解除

タイマカウント動作停止

TCNT_0の動作設定

チャネル0の動作モードを設定

端子の出力レベルを設定

チャネル0の割り込みを設定

パルス周期、デューティ、

A/D変換開始タイミングを設定

A/D変換器の動作内容を設定

A/D変換器の起動トリガを設定

PFCの設定

割り込みレベルを設定

チャネル0のタイマカウント動作開始
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5.2 TGRA_0コンペアマッチ割り込みルーチン 

 

 

5.3 A/D変換終了割り込みルーチン 
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6. 参考ドキュメント 
• ソフトウェアマニュアル 

SH-2A，SH2A-FPU ソフトウェアマニュアル（RJJ09B0086） 
（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください） 

 
• ハードウェアマニュアル 

SH7216グループハードウェアマニュアル（RJJ09B0575） 
（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください） 
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ホームページとサポート窓口 
ルネサス エレクトロニクスホームページ 

http://japan.renesas.com/ 
 
お問合せ先 

http://japan.renesas.com/inquiry 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属します。 
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改訂記録 

改訂内容 
Rev. 発行日 ページ ポイント 
1.00 2010.07.06 — 初版発行 
1.10 2011.02.28 — FRQCR設定後のリードを追加 

    
    
    
    
    

 



 

 

製品ご使用上の注意事項 
ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処理」

で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのア

ドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてくださ

い。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認下さい。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性

が異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実

施してください。 
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